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　今年度、副委員長を務めさせて頂

いた多田と申します。今年、50回を

記念する大学祭ということで、これ

まで先輩たちが引き継いでくれたも

のを新しい形の大学祭として表現す

る、そのために、『妥協をしない』『新

しい挑戦をする』『来年へつなげる』

この３つのことをいつも心に活動を

行いました。自分たちの大学祭に対

する思いを来年につなげてほしいと

いう気持ちから、後輩たちには、あ

えて広く様々なことを経験してもら

うようにしたため、大変だったと思

いますが、きっと来年はより素晴ら

しい大学祭を創り上げてくれるもの

と信じています。

　また、私の運営方針を受け入れて

くれた同期の仲間には感謝の気持ち

でいっぱいです。

　これまで支えてくださった皆さん

ありがとうございました。

れていました。

　企画の中には、来場者が見るだけ

ではなく参加型のものもあり、来場

者がとても楽しんでいる様子が見ら

れました。

　理系らしさや大学らしさを大切に

している大学祭ということもあり、

研究室公開はもとより、小さなお子

さんに理系の楽しさを経験してもら

える「サイエンスショー」や「実験教

室」を実施し、保護者の方々にも「科

学が分かりやすくて面白い」と大好

評でした。

　今年度よりアリーナに設営した特

設ステージにて事前予約不要・無料

で観られる「お笑いステージ」には、

中大生をはじめ800人ものの方々に

足を運んで頂き、メイン企画として

非常に盛り上がりました。

　普段はなかなか大学を訪れる機会

がなく、大学祭を機に足を運んで頂

いた方々には一つでも多く楽しいと

感じて頂ける瞬間を提供したいとい

　また、新歓イベントの運営や町内

会などの地域活動への参加を通し

て、団体や地域の方々に支えられて

委員会が活動できていることを改め

て実感しました。

　11月４日（金）～11月６日（日）に

かけて行われた大学祭は、天候にも

恵まれ３日間を通して、たくさんの

来場者にお越し頂きました。普段か

ら後楽園キャンパスは元気な学生で

いっぱいですが、大学祭期間中は、

高校生や保護者の方々だけでなく小

さなお子さんからご年配の方々ま

で、幅広い年代の方々でにぎわって

いました。

　研究室やサークルなどの団体が

出展している各企画は、１年間の活

動の成果を披露する機会として来

場者を楽しませるための様々な工

夫がされており、個性的な企画に溢

う思いが強くありましたので、今年

の目標の一つとして、「笑顔にあふ

れる大学祭」を目指していました。

　私自身は全体の運営業務がありま

したので、全ての企画を見て回るこ

とはできませんでしたが、多くの来

場者が楽しまれるとともに、出展団

体関係者も楽しんでいる様子が見ら

れ、本当にうれしく思いました。

　来年度は51回目となる大学祭で

すが、今年度を節目の年として次代

がさらに素晴らしいものを作ってく

れるものを確信しています。本稿を

お読みくださいました皆様には、ぜ

ひとも次回の大学祭も楽しみにして

頂きたく思います。

　最後になりますが、こうして無事

に大学祭を終えることができまし

たのは、これまでこの行事に関わっ

て頂いた、たくさんの方々のおかげ

です。この場を借りて感謝申し上げ

ます。　

副委員長

多田隆泰（情報工学科３年）

　理系らしさ
　大学らしさを大切に
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